
 障がい児（者）や高齢者、入院患者の口腔清掃を介助者が行う際は、口腔

粘膜の刺激により多量の唾液が分泌され、その吸引や除去に苦慮する場面

が非常に多い。迅速で円滑な唾液吸引ができなければ、口腔内の不潔物で

汚染された唾液が要支援者の気管に流れ込み、誤嚥性肺炎の原因にもなる。

しかし、介助者にとって、口腔清掃を行いながら、もう一方の手で吸引を実施

するのは極めて困難である。そこで、口腔清掃に有効な歯ブラシ形態を維持し、

吸引と清掃の両機能を片手で同時に可能にする吸引歯ブラシを考案するに

至ったので報告する。 （発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません。） 
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 既存の吸引歯ブラシはヘッド部が大きく、また、毛の硬さも軟らかいの主流

であり、口腔内が小さい場合や過敏、緊張がある場合は不適となる。 

吸引カテーテルは10Frを採用し、 

カテーテルの先端は毛束より1mm下がった位置に設定している。 

口腔清掃時に吸引カテーテルが邪魔になっていた。 

当科で作製 

 口腔の奥の方や舌・口蓋側に歯ブラシを挿入したり、障がいのある子ども

や、障がいにより生じた叢生歯列に使用することを想定して、ヘッド部やネッ

ク部ができるだけ細く小さくなるように、尚且つ歯ブラシ持ち手内に通気道を

確保して、カテーテルの露出を無くすように構造を考えた。 
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口腔内細菌による誤嚥性肺炎 
流涎、唾液分泌増加 

発達に伴った口腔の 
形態と機能の変化 

吸引の必要性 
肺炎、感染の予防 

口腔形態に合った用具の選択 
効率的で簡便なケアの実施 

誤嚥性肺炎リスクの低減 

口腔清掃に有効な歯ブラシ形態を維持し、吸引と清掃の両機能を 
片手で同時に可能にする吸引歯ブラシが必要 

経緯と目的 

初めに当科で作製した吸引歯ブラシ 
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唾液の吸引について 

■ 良い  ■ どちらかというと良い  ■ どちらかというと悪い  ■ 悪い 

アンケート結果 

 モニターとして承諾を得た協力者（患者と

その保護者、介助者）２１名に吸引歯ブラシ

を使用していただき、アンケートを実施した。

その結果、歯ブラシの形状や吸引力につい

て、良好な意見が得られた。 

実際の吸引歯ブラシ使用風景 吸引歯ブラシに関する情報 

 モニター協力者に吸引歯ブラシを使用していただき、ア
ンケートを実施した結果、吸引力や使いやすさが当科で
使用していた初期の吸引歯ブラシより向上しているとの
結果が得られた。このことから、本吸引歯ブラシは口腔
清掃の介助の効率性、安全性向上に貢献することがで
きると考える。 
 今回は障がい児（者）の口腔ケアに重点を置いて吸引
歯ブラシの基本形態を考案したが、歯ブラシの毛の部分
となるフィラメントには様々なスペックがあり、今後は易
出血の周術期患者や高齢者にも積極的に使用できる歯
ブラシを作製していく予定である。 

考 察 

会員外共同研究者 

 小池 敏、小池 航 （株式会社オールウェイズ）：鹿児島大学歯学部小児歯科学分野と共同研究契約を締結している。 

吸引効果を強める

ため、ヘッドの中央

部と先端に吸引口

が空いている。 

吸引カテーテル

と歯ブラシをジョ

イントでつなぐこ

とで、自由な動き

を可能にする。 
歯ブラシ内に均一な

大きさの通気道を確

保し、適切な吸引力を

維持している。 

毛の長さは、Lタイ

プ：７mmカット、Sタ

イプ：６mmカット、

硬さは細い５milタイ

プである。 

協力者から得られた意見 

良い点 

・ ヘッドが小さく毛が短いので、歯磨きしやすい。 

・ ヘッドや持つ所が平らなので、開口量が少なく  

 ても歯ブラシが挿入しやすく、歯の内側も磨き 

 やすい。 

・ 操作性について、大変満足である。 

・ 唾液を吸引しながらブラッシングができるので、  

 歯磨きがしやすくなった。 
 

問題点 

・ 吸引カテーテルを差し込むのが面倒だった。 

・ 畳に直接布団を敷いて寝ている場合、柄が長く  

 て磨きにくい。 

新たに開発した吸引歯ブラシ 

 ギャッジアップ45°で
口腔清掃を実施してい
る。歯ブラシを臼歯部に
挿入し、頬粘膜を歯ブラ
シの背面で外側に引っ
張りながら歯磨きをして
いるが、唾液の流延は
なく、清掃中の咳き込み
も認めない。 
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